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資
源
外
交
と
は
何
か
。
そ
も
そ
も
資
源
と
は
何
か
。

実
は
資
源
と
い
う
言
葉
が
、
初
め
て
こ
の
国
の
官
制
に

現
れ
た
の
は
、
昭
和
の
始
ま
り
と
時
を
同
じ
く
す
る
。

昭
和
二
年
内
閣
直
属
部
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
資
源

局
」
だ
。
文
官
部
局
で
は
あ
る
が
、
陸
海
軍
の
武
官
が

事
務
官
と
し
て
出
入
り
で
き
る
、
文
武
融
合
部
局
と
し

た
点
に
時
色
が
あ
る
。

　

人
と
物
と
い
う
資
源
の
統
制
の
仕
事
と
定
め
ら
れ

た
。
広
範
囲
で
の
資
源
動
員
と
い
う
こ
と
で
、
や
が
て

帝
国
日
本
の
軍
国
主
義
化
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、

昭
和
一
二
年
の
日
中
戦
争
勃
発
後
、「
企
画
院
」
に
拡
大

し
て
い
く
。
資
源
と
い
う
言
葉
は
、
植
民
地
を
含
め
た

国
家
総
動
員
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
、
敗
戦
と

運
命
を
共
に
す
る
。

　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
の
日
本
で
、「
資
源
調
査
会
」

が
ま
さ
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
り
活
動
を
開
始
す
る
。

資
源
の
戦
争
利
用
に
失
敗
し
た
戦
前
の
経
緯
を
歴
史
の

む
こ
う
に
追
い
や
り
、
資
源
の
平
和
利
用
を
高
ら
か
に

宣
言
す
る
。し
か
も
日
本
に
資
源
は
無
い
の
で
は
な
く
、

「
自
然
」
と
い
う
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
、こ

れ
を
開
発
す
れ
ば
や
た
ら
に
外
へ
植
民
地
を
求
め
る
必

要
は
無
い
と
の
、
逆
転
の
発
想
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

が
基
軸
に
な
っ
て
、
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に

か
け
て
の
、
明
る
い
「
国
土
総
合
開
発
計
画
」
に
育
っ

て
い
く
。

　

明
る
い
資
源
に
対
し
て
、
暗
い
資
源
も
あ
る
。
戦
時

か
ら
の
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
資
源
の
開
発
構
想

の
発
展
軸
の
先
に
、戦
後
の
「
資
源
外
交
」
が
生
れ
る
。

戦
時
賠
償
や
見
果
て
ぬ
夢
を
追
う
一
発
屋
が
、
戦
後
日

本
の
あ
る
時
期
の
政
界
、
財
界
の
一
隅
を
占
め
た
。
ア

ラ
ビ
ア
太
郎
な
ど
そ
の
典
型
で
は
な
い
か
。
か
く
て
ア

ジ
ア
、
中
東
、
時
に
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
外
に
資
源
を
求

め
る
構
想
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
化
し
て
い
く
。
岸

信
介
、
田
中
角
栄
は
、
こ
こ
に
連
な
る
系
譜
と
さ
れ
る
。

晩
年
の
岸
の
手
帳
の
住
所
録
に
、
田
中
の
連
絡
先
が
い

の
一
番
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、そ
の
傍ぼ
う

証し
ょ
うに
は
な
る
。

　

資
源
外
交
は
、
外
務
省
、
民
間
商
社
を
ま
き
こ
み
な

が
ら
、
か
つ
消
え
か
つ
浮
か
ぶ
形
で
、
波
間
に
漂
う
日

本
列
島
に
、
い
つ
の
ま
に
か
寄
り
添
う
様
と
な
っ
た
。

石
炭
・
石
油
政
策
は
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
命
名
さ
れ
、今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

特
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
は
、
今
に
続
く
経
済
産
業
省

の
外
局
と
し
て
、「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
」
が
指
令
塔
と

な
っ
た
。

　

き
わ
ど
く
微
妙
な
位
置
に
、
資
源
外
交
は
あ
る
。
果

た
し
て
今
は
や
り
の
原
子
力
は
こ
こ
で
い
う
資
源
外
交

の
な
か
に
入
る
の
か
否
か
。
3
・
11
後
、
原
子
力
は
人

類
に
よ
る
制
御
不
能
の
モ
ン
ス
タ
ー
の
如
き
存
在
と

な
っ
た
。
原
子
力
関
連
の
輸
出
入
、
技
術
連
携
等
は
、

最
早
「
資
源
外
交
」
と
い
う
枠
組
み
で
は
く
く
り
き
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。そ
の
も
の
ず
ば
り
で
い
え
ば「
原

子
力
外
交
」
だ
が
、
あ
ま
り
に
露
骨
す
ぎ
る
。

　

昭
和
の
始
ま
り
と
同
時
に
、
広
く
人
と
物
の
統
制
運

用
を
「
資
源
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
意
味
を
、
今
一

度
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
れ
は
本

来
人
類
に
よ
る
制
御
不
能
の
対
象
物
を
、何
と
か
統
治
・

政
治
・
外
交
の
下
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
と
の
野
心

の
発
露
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
八
五
年
余
り
。
も
う
一

度
「
資
源
」
な
る
も
の
、
い
や
「
資
源
外
交
」
な
る
も

の
を
真
正
面
か
ら
定
義
し
直
す
必
要
に
、
今
我
々
は
迫

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
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資源の政治と外交


